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　６
月
定
例
会
は
、６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、６
月

22
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
議
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、平
成
24
年
度

延
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、延
岡
市
税
条
例
や
延

岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案

10
件
と
、意
見
書
２
件
、陳
情
４
件
で
し
た
。

　ま
た
、
一
般
質
問
で
は
３
日
間
で
15
名
が
登
壇

し
、市
長
の
政
治
姿
勢
を
は
じ
め
、新
庁
舎
建
設
や

行
財
政
改
革
、地
域
安
全
施
策
や
農
林
振
興
、小
中

学
校
再
編
計
画
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
質
疑
が
活
発

に
な
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、議
案
や

意
見
書
案
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、陳
情

を
い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
し
た
ほ
か
、３
件
の
報
告

を
受
け
、閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
掲
載
内
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　６
月
定
例
会
は
、６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、６
月

庁舎建て替え前、最後の定例会の様子

６
月
定
例
会
の
概
要

６
月
定
例
会
の
概
要
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予
算
関
係

予
算
関
係

条
例
関
係

条
例
関
係

人
事
関
係

人
事
関
係

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

報

　
　告

報

　
　告

意

　見

　書

意

　見

　書

◆
延
岡
市
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
延
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

◆
監
査
委
員
の
選
任

　（
安
藤
辰
男
氏
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任（
甲
斐
勝
吉
氏
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
池
田
拓
二
氏
、甲
斐
棋
悊
氏
）

◆
財
産
の
取
得（
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
）

◆
市
道
の
路
線
認
定（
８
路
線
）

◆
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定（
塵
芥
車
事
故
）

◆
平
成
23
年
度
延
岡
市
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
平
成
23
年
度
延
岡
市
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の

報
告

◆
平
成
23
年
度
延
岡
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

の
報
告

◆「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法（
仮
称
）」の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

◆
30
人
以
下
学
級
の
実
現
と
教

育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

平成24年度　6月補正予算一覧表

会 計 別

一 般 会 計

補　　正　　前

537億1300万0千円

補　　正　　額

7550万8千円

合　　　　　計

537億8850万8千円
6
月
議
会
で
決
ま
�
た
こ
と

6
月
議
会
で
決
ま
�
た
こ
と

6
月
議
会
で
決
ま
�
た
こ
と

6
月
議
会
で
決
ま
�
た
こ
と

公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の
充実を求める意見書の提出に関する陳情

国民の権利を支える行政サービスの確保を求める意見書提出

に関する陳情

川水流・岡元両やなの架設に対する公費助成を求める陳情

継 続 審 査

継 続 審 査

継 続 審 査

継 続 審 査

件　　　　　　　　　　　　　名 審議結果

【陳情の審議結果】

《主な補正内容》
■ 森林整備加速化・林業再生事業　　　　　5901万5千円（新規）
　高性能の林業機械の導入費用に対する助成。

■ 自治公民館施設等整備助成事業　　　　　　　500万円（新規）
　自治宝くじコミュニティ助成事業を活用し、自治公民館の屋外放送設備の整備費用
　を助成する。

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

　５
月
23
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
第
88
回
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、多
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
の
進
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、髙
木
益

夫
議
員
が
全
国
市
議
会
議
長
会

表
彰
（
10
年
勤
続
議
員
表
彰
）
を

受
け
ま
し
た
。

　６
月
定
例
会
開
会
日
に
、議
場

で
表
彰
伝
達
等
が
行
わ
れ
、髙
木

議
員
は
「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
延
岡
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に
た
ち
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

佐
藤
議
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る

髙
木
議
員（
左
）

平
成
24
年
度

常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
項
目

委員会名 調　査　項　目 委員会名 調　査　項　目

総務財政

都市建設

・地域公共交通体制づくりの促進について

・遊休資産の活用について

・橋梁長寿命化修繕計画について

・市営住宅の保全計画について

・安全、安心な上水道の水処理について

経済環境

福祉教育

・もうかる農林水産業（６次産業化）の

　推進について

・観光の振興について

・子育て環境づくりについて

・学力向上について
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新
庁
舎
の
駐
車
場

新
庁
舎
工
事
の
発
注

第
６
次
行
財
政
改
革

第
３
セ
ク
タ
ー
の
人
事

職
員
の
持
ち
家
手
当
の
廃
止

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

【
問
】延
岡
産
材
の
利
活
用
は
。

【
答
】
地
元
産
材
の
活
用
は
、
ぬ

く
も
り
の
あ
る
空
間
づ
く
り
や

林
業
振
興
に
も
な
る
た
め
、
実

施
設
計
の
中
で
詳
細
を
ま
と
め

て
い
く
。

【
問
】新
庁
舎
の
駐
車
場
は
、道
路

横
断
が
困
難
な
お
年
寄
り
に
と

っ
て
危
険
で
あ
り
、悪
天
候
時
の

乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
も
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
え
な
が
ら
の
横
断
が

困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

【
答
】南
玄
関
前
は
駐
車
場
と
し

て
の
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定

し
、検
討
し
た
い
。

【
問
】
過
去
２
件
の
大
型
事
業
で

は
、入
札
方
式
の
あ
り
方
で
物
議

を
か
も
し
た
経
緯
が
あ
る
。新
庁

舎
建
設
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

は
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
で

は
な
く
、現
庁
舎
解
体
工
事
と
同

様
の
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
答
】発
注
方
式
に
つ
い
て
は
、検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
た

だ
き
、議
論
の
結
果
等
に
つ
い
て

は
最
大
限
尊
重
し
た
い
。

【
問
】新
庁
舎
の
自
家
発
電
設
備

燃
料
用
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の
保

守
管
理
は
。

【
答
】７
日
分
使
用
で
き
る
自
家

発
電
用
燃
料
Ａ
重
油
４
万
リ
ッ

ト
ル
貯
蔵
の
地
下
タ
ン
ク
は
、

消
防
法
の
規
制
に
基
づ
き
、
危

険
物
取
扱
者
と
定
期
点
検
が
必

要
に
な
る
。

　こ
の
た
め
、
専
門
業
者
へ
の

保
守
管
理
委
託
に
つ
い
て
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
。

【
問
】
開
通
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
の
分
析
と
、
観
光
振
興

や
地
元
経
済
浮
揚
の
好
期
を
活

か
す
た
め
の
課
題
と
対
応
は
。

【
答
】
物
流
が
活
発
に
な
り
、
企

業
誘
致
の
上
で
も
有
利
と
な

る
。一
方
、購
買
力
の
流
出
や
通

過
市
と
な
ら
な
い
対
策
に
取
り

組
む
。

【
問
】
昨
年
度
の
取
り
組
み
の
評

価
は
。

【
答
】
65
項
目
の
う
ち
63
項
目
で

何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、残
り
２
項
目
に
つ
い
て
も

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
公
募
制
が
導
入
さ
れ
て
い

る
が
、現
時
点
に
お
け
る
公
募
施

設
名
と
応
募
者
数
は
。

【
答
】公
募
制
を
導
入
し
た
団
体

は
、
現
時
点
で
の
４
団
体
に
加

え
、新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
ゲ
ン
丸
館
」
館
長
ポ
ス
ト
の
公

募
に
２
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。そ
の
他「
北
川
は
ゆ
ま
」の
支

配
人
の
募
集
に
対
し
、49
名
の
申

込
み
が
あ
っ
た
。公
募
制
の
導
入

に
よ
り
、民
間
の
優
秀
な
人
材
の

活
用
や
市
政
の
公
平
性
、透
明
性

の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

【
問
】
職
員
の
持
ち
家
手
当
は

月
々
千
円
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

国
は
廃
止
さ
れ
、全
国
の
地
方
自

治
体
の
57
％
が
廃
止
し
て
い
る
。

住
宅
を
購
入
す
る
と
３
年
間
は

固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
、ロ
ー

ン
を
組
む
と
10
年
間
は
税
金
が

安
く
な
る
。そ
れ
に
加
え
て
公
金

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

廃
止
の
検
討
は
。

【
答
】
今
後
、
国
や
県
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

【
問
】
公
用
車
乗
務
前
の
ア
ル
コ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
状
況
は
。

【
答
】
現
在
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
ク
検
知
器
を
配
置
し
、
個
人

に
よ
る
自
主
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
乗
務
前

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
た
い
。

15
名
の
議
員
が
登
壇

15
名
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

登壇議員
【質問順】

髙　木　益　夫
三　上　　　毅
松　田　満　男
矢　野　戦一郎
上　杉　泰　洋
佐　藤　大　志
早　瀨　賢　一
河　野　治　満
平　田　信　広
上　田　美　利
内　田　理　佐
長　友　幸　子
佐　藤　　　誠
下　田　英　樹
本　部　仁　俊

市
政
に
関
す
る
内
容
に

つ
い
て
、３
日
間
に
わ

た
り
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

▲建設中の東九州自動車道（須美江IC付近）

▲アルコール検知器

総

務

財

政

関

係

総

務

財

政

関

係

新
庁
舎
の
建
設
方
法

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の
保
守
管
理

高
速
道
路
開
通
後
の
取
り
組
み
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鮎
や
な
の
振
興

海
外
企
業
誘
致
の
推
進

わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
跡
地

野
口
記
念
館
の
老
朽
化

災
害
時
の
物
資
備
蓄

市
政
情
報
の
発
信

男
性
の
育
児
休
暇
取
得

脱
原
発
へ
の
取
り
組
み

原
発
再
稼
動

市
県
民
税
等
の
納
付
方
法

元
気
き
た
う
ら
協
議
会

経

済

環

境

関

係

経

済

環

境

関

係

【
問
】フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
今
後

の
取
り
扱
い
は
。

【
答
】個
人
と
し
て
の
利
用
は
大

変
魅
力
的
で
あ
る
と
思
う
が
、

本
市
の
よ
う
な
人
口
規
模
の
自

治
体
に
お
い
て
は
運
用
上
の
課

題
も
多
く
、
現
状
で
は
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
中
心
と
し
た
情
報
発

信
を
考
え
て
い
る
。

　

【
問
】少
子
化
対
策
と
し
て
男
性

の
育
児
参
加
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
役
所
に
お
け
る

男
性
職
員
の
育
児
休
暇
の
取
得

状
況
は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
に
１
名
が
取
得

し
た
実
績
が
あ
る
が
、
今
後
も

取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

　

【
問
】災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
倉

庫
も
含
め
た
避
難
所
の
物
資
備

蓄
の
状
況
は
。

【
答
】現
在
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
支
所
な
ど
10
ヵ
所
に
分

散
し
、５
ヵ
年
計
画
で
飲
料
水
な

ど
災
害
用
物
資
の
備
蓄
を
進
め
、

加
え
て
民
間
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

57
社
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を

締
結
し
た
。

　

【
問
】未
来
の
子
ど
も
の
た
め
に

脱
原
発
の
実
現
が
重
要
と
考
え

る
が
。

【
答
】原
発
政
策
を
見
直
す
に
あ

た
っ
て
は
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
構
築
と
あ
わ
せ
て
慎

重
な
検
討
を
行
い
、
長
期
的
な

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

【
問
】原
発
再
稼
動
問
題
に
関
す

る
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】国
民
の
危
機
感
も
深
ま
っ

て
お
り
、
再
稼
動
に
あ
た
っ
て

は
国
の
責
任
で
万
全
の
安
全
対

策
を
講
じ
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
と
理
解
を
得

た
上
で
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。

　

【
問
】
市
県
民
税
や
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
年
12

回
納
付
に
し
て
は
。

【
答
】相
談
が
あ
れ
ば
、
年
12
回

を
最
長
に
柔
軟
な
対
応
を
し

て
い
る
。

【
問
】町
内
の
代
表
者
が
発
起
人

と
な
り
設
立
さ
れ
た
が
、
今
後

の
展
開
に
よ
っ
て
は
新
た
な
財

政
支
援
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

【
答
】
昨
年
度
よ
り
事
業
費
を

倍
増
す
る
な
ど
拡
充
を
図
っ

て
き
た
「
元
気
の
い
い
三
北
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
」
や
「
市

民
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て

ほ
し
い
。

【
問
】野
口
記
念
館
の
建
て
替
え

は
。

【
答
】財
政
状
況
を
十
分
に
考
慮

し
、
優
先
事
業
を
選
択
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と

や
新
庁
舎
と
城
山
周
辺
の
景
観

の
面
か
ら
も
、
市
民
や
関
係
者

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い

【
問
】東
九
州
自
動
車
道
の
開
通

や
、
細
島
港
の
重
点
港
湾
指
定

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
呼

び
水
に
、
国
内
企
業
は
も
と
よ

り
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
な
ど
の

海
外
企
業
誘
致
の
考
え
は
。

【
答
】日
本
貿
易
振
興
機
構
の
話

で
は
、
ま
ず
自
国
か
ら
の
製
品

の
販
売
拠
点
を
整
備
し
て
か

ら
、
製
造
拠
点
の
整
備
を
行
う

方
法
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
期

間
が
必
要
と
な
る
。

【
問
】鮎
や
な
に
対
し
て
毎
年
多

額
の
補
助
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
観
光
協
会
の
経
営
を
厳
し

く
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。ま
た
、将
来
的
に
鮎
や
な
を

民
間
で
運
営
で
き
る
よ
う
な
力

個
人
住
宅
の
耐
震
化

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

【
問
】個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
や

改
修
工
事
の
補
助
制
度
の
周
知

方
策
は
。

【
答
】市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
住

ま
い
や
防
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
、
講
習
会
に
お
い
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

【
問
】市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

に
な
っ
た
当
初
は
保
証
能
力
が

あ
っ
て
も
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
収
入
状
況
等
が
変
化
す

る
。家
賃
見
直
し
の
際
、定
期
的

に
保
証
人
で
あ
る
旨
の
通
知
や

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
は
。

【
答
】連
帯
保
証
人
に
は
滞
納
が

発
生
し
な
い
限
り
通
知
さ
れ
な

い
。
債
務
な
ど
を
自
覚
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。今
後
、連
帯
保

証
人
へ
の
通
知
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

「
わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
」の
跡
地

が
、
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
最

適
で
あ
る
と
思
う
が
。

【
答
】
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

も
検
討
を
行
い
、
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
方
向
性
を
出
し

て
い
き
た
い
。

▲ 野口記念館

都

市

建

設

関

係

都

市

建

設

関

係

注
１
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雇
用
創
出

空
き
家
条
例
の
制
定

船
倉
地
区
の
防
犯
対
策

農
業
法
人
の
設
立

農
畜
産
の
振
興

学
校
給
食
の
地
産
地
消

口
蹄
疫
の
影
響

小
中
学
校
再
編
計
画
の
進
め
方

小
中
学
校
再
編
計
画
の
反
応

福

祉

教

育

関

係

福

祉

教

育

関

係

強
い
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、そ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】観
光
協
会
と
し
っ
か
り
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
指
導
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今
後
は
、市
民
全
体
で
鮎
や

な
事
業
を
支
え
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
、
伝
統
鮎
や
な
の

保
存
に
努
め
た
い
。

【
問
】
新
駅
ビ
ル
の
周
辺
は
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
。安
心
・
安

全
の
た
め
、
駅
ビ
ル
や
自
由
通

路
、階
段
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
に

監
視
カ
メ
ラ
や
防
犯
ベ
ル
を
設

置
し
て
は
。

【
答
】監
視
カ
メ
ラ
や
防
犯
ベ
ル

な
ど
安
心
・
安
全
を
考
慮
し
た

施
設
整
備
は
大
変
重
要
で
あ

る
。Ｊ
Ｒ
九
州
や
宮
崎
交
通
な

ど
と
協
議
を
行
い
、
設
計
の
段

階
で
検
討
し
た
い
。

【
問
】
利
用
客
が
増
加
す
る
中
、

信
号
機
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
。

【
答
】延
岡
警
察
署
へ
昨
年
８
月

と
今
年
５
月
に
要
望
し
た
。
今

後
も
粘
り
強
く
要
望
し
、
路
面

表
示
等
の
対
策
に
つ
い
て
も
働

き
か
け
る
。

【
問
】今
後
の
企
業
誘
致
に
お
け
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
。

【
答
】 

東
九
州
自
動
車
道
や
細
島

港
の
整
備
な
ど
で
、
よ
り
重
層

的
か
つ
機
動
的
な
企
業
誘
致
活

動
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
市
が

生
ま
れ
変
わ
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
、
先
頭
に
立
っ
て
全
身
全

霊
を
尽
く
し
た
い
。

【
問
】
空
き
家
の
増
加
は
、
景
観

の
悪
化
や
防
災
防
犯
機
能
の
低

下
等
、
市
の
生
活
環
境
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
は
。

【
答
】 

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
は
、周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
た
め
、空
き
家
問
題

を
市
の
課
題
と
し
て
関
係
す
る

部
署
で「
空
き
家
・
廃
屋
対
策
会

議
」を
設
置
し
、空
き
家
条
例
の

制
定
も
含
め
検
討
し
た
い
。

【
問
】防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必

要
で
は
。

【
答
】 

繁
華
街
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な

ど
が
配
慮
さ
れ
れ
ば
、
犯
罪
防

止
の
面
か
ら
欠
か
せ
な
い
の

で
、十
分
検
討
し
た
い
。

【
問
】農
業
法
人
設
立
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
。

【
答
】 

農
業
法
人
の
設
立
に
つ
い

て
は
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
が
、専
門
的
な
知
識
も
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、セ
ミ
ナ
ー
等

の
案
内
を
し
て
い
る
。今
後
、Ｊ

Ａ
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
組

小
中
学
校
再
編
計
画
の
目
的

【
問
】平
成
27
年
４
月
ま
で
に
、市

内
の
小
中
学
校
の
う
ち
15
校
を

６
校
に
統
合
す
る
再
編
計
画
が

発
表
さ
れ
た
が
、そ
の
目
的
は
。

【
答
】児
童
生
徒
が
大
幅
に
減
少

し
、
学
校
の
小
規
模
化
が
進
む

な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
に
い
か

に
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
計
画
し
た
。

児
童
生
徒
が
増
え
る
こ
と
に
よ

る
複
式
授
業
の
解
消
や
、
異
学

年
の
交
流
を
通
し
て
多
様
な
考

え
方
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ

る
こ
と
、
学
習
活
動
や
学
校
行

事
が
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど
の

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】校
区
ご
と
の
わ
か
り
や
す

い
行
程
表
の
必
要
性
は
。

【
答
】
準
備
協
議
会
、
専
門
部
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
区

の
状
況
に
応
じ
た
行
程
表
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
問
】
こ
の
計
画
に
対
す
る
地
元

の
理
解
、再
編
後
の
児
童
生
徒
や

地
域
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
は
。

【
答
】保
護
者
や
地
域
の
方
々
へ

の
説
明
会
を
実
施
し
、学
校
存
続

▲ 企業誘致の象徴であるクレアパーク延岡

織
化
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
口
蹄
疫
や
価
格
下
落
等
の

影
響
で
、肉
用
牛
頭
数
や
農
家
数

が
減
少
し
て
い
る
。導
入
制
度
等

の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

【
答
】
家
畜
増
殖
資
金
、
補
助
金

に
つ
い
て
、生
産
環
境
も
変
化
す

る
の
で
、Ｊ
Ａ
延
岡
や
生
産
者
を

交
え
て
検
討
す
る
。

【
問
】直
売
所
を
通
じ
て
学
校
給

食
に
地
元
産
食
材
の
活
用
を
拡

大
し
て
は
。

【
答
】学
校
や
直
売
所
な
ど
の
関

係
機
関
と
、
食
材
の
量
や
規
格

な
ど
を
協
議
し
、
地
元
産
食
材

の
利
用
拡
大
に
努
め
た
い
。

【
問
】
発
生
前
と
比
較
し
た
畜
産

農
業
戸
数
と
出
荷
額
の
推
移
は
。

【
答
】
戸
数
で
57
戸
減
少
し
、
出

荷
額
で
３
千
9
7
9
万
円
減
少

し
て
い
る
。
率
に
し
て
２
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ー
チ
の
森
す
み
え
の

安
全
対
策

延
岡
駅
周
辺
の
安
全

▲ 延岡水郷やな
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ら
れ
、
本
市
と
し
て
の
総
合
的

な
判
断
を
行
う
。
そ
の
上
で
県

教
育
委
員
会
へ
の
転
学
通
知
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

【
問
】Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
学
校
運
営

経
費
に
流
用
す
る
記
事
が
出
た

が
、本
市
に
お
け
る
対
応
は
。

【
答
】公
立
小
中
学
校
の
管
理
運

営
経
費
は
市
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
寄
付
は

自
発
的
な
意
志
で
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
必
要

な
予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
全
国
で
、
通
学
途
中
の
交

通
事
故
が
立
て
続
け
に
発
生
し

の
思
い
を
子
ど
も
の
将
来
に
託

す
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
い

た
。
通
学
時
間
の
問
題
や
一
貫

校
の
検
討
事
項
、
地
域
振
興
な

ど
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
小
中

一
貫
校
開
校
準
備
協
議
会
に
お

い
て
検
討
す
る
。

【
問
】
現
在
、
支
援
学
級
で
学
ん

で
い
る
子
ど
も
が
「
し
ろ
や
ま

支
援
学
校
」
へ
の
転
学
を
希
望

し
た
場
合
の
対
応
と
、連
携
は
。

【
答
】
在
学
す
る
学
校
に
お
い

て
、
本
人
の
状
態
や
保
護
者
の

意
向
な
ど
を
も
と
に
適
切
か
ど

う
か
を
検
討
し
、
転
学
が
適
切

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
市

教
育
委
員
会
に
そ
の
旨
が
伝
え

延
岡
し
ろ
や
ま
支
援
学
校

学
校
徴
収
金

通
学
路
の
安
全
対
策

生
活
保
護

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

支
援
策

て
い
る
。事
故
防
止
に
関
す
る
、

本
市
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
対

策
は
。

【
答
】
今
年
４
月
に
、
す
べ
て
の

小
中
学
校
に
対
し
て
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
安
全
に
通
学
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】幼
稚
園
等
の
職
員
を
対
象

に
実
施
さ
れ
た
図
上
訓
練
で
得

た
問
題
点
と
対
策
は
。

【
答
】子
育
て
施
設
災
害
研
修
会

で
幼
稚
園
等
の
職
員
を
対
象
に

図
上
訓
練
を
実
施
し
、防
災
力
の

向
上
を
図
っ
た
。そ
の
中
で
、施

設
が
沿
岸
部
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
や
、避
難
場
所
・
経
路
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
得
た
。対
策

と
し
て「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
交
付
金
」を
活
用
し
た
施

設
ご
と
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
の
強
化
を
図
る
。

【
問
】消
防
防
災
拠
点
整
備
等
の

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
照
明
設
備
の

設
置
は
。

【
答
】
今
後
、
老
朽
化
対
策
や
機

能
向
上
、
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
の
機
能
充
実
に
向
け
、
整
備

手
法
を
調
査
研
究
す
る
。

【
問
】不
正
受
給
問
題
を
き
っ
か

け
に
、
大
幅
な
削
減
を
進
め
る

動
き
が
出
て
い
る
が
、
生
活
保

護
の
あ
り
方
を
ど
う
思
う
か
。

【
答
】生
活
保
護
は
最
低
生
活
保

障
の
最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
制
度
が
十
分
に
機
能
す
る

こ
と
が
市
民
生
活
の
安
心
と
社

会
の
安
定
に
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
に
必
要
な
援
助
を
速
や
か
に

行
い
た
い
。

【
問
】
経
済
的
・
環
境
的
に
追
い

つ
め
ら
れ
た
母
子
・
父
子
家
庭

へ
の
適
切
な
生
活
支
援
策
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

【
答
】児
童
扶
養
手
当
の
支
給
、医

療
費
の
助
成
の
ほ
か
、一
時
的
に

日
常
の
家
事
を
支
援
す
る
事
業

を
案
内
し
て
い
る
。ま
た
、母
子

家
庭
で
安
定
し
た
収
入
を
確
保

す
る
た
め
の
資
格
を
取
得
す
る

場
合
に
、訓
練
促
進
費
を
支
給
す

る
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

▲ 西階陸上競技場

▲ 図上訓練の様子

【
用
語
解
説
】

【
注
１
】フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
…
９

億
人
以
上
が
参
加
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
サ
ー

ビ
ス
。
実
名
参
加
が
条
件
な
の

で
、友
人
や
知
人
が
見
つ
け
や
す

い
。テ
キ
ス
ト
や
写
真
の
投
稿
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
、施
設
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
な
ど
多
彩
な
機

能
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

【
注
２
】図
上
訓
練
…
地
図
を
用

い
て
行
う
訓
練
。主
に
災
害
に
関

す
る
訓
練
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

危
険
が
予
測
さ
れ
る
地
域
や
事

態
を
書
き
込
み
な
が
ら
、災
害
対

策
を
検
討
し
、参
加
者
間
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

陸
上
競
技
場
の
照
明
設
置

災
害
図
上
訓
練
の
活
用

注
２

本会議は市民の皆様に本会議は市民の皆様に
公開されています。公開されています。
本会議は市民の皆様に
公開されています。

定例会及び臨時会の本会議は傍聴することが

できます。

中小企業振興センター３階議場の傍聴席から、明

日の延岡を創造する議会と市当局とのやりとり

を見てみませんか。

また、一般質問の様子はケーブルテレビでも

生中継されていますのでご覧ください。

その他、本会議の記録は「会議録」として、イン

ターネットで検索することができます。

■ 傍　聴　席　約60席（予定）

■ テレビ放映　ケーブルメディアワイワイ

　　　　　　　 （111チャンネル）

■ 会議録検索システム

　 www.kensakusystem.jp/nobeoka/index.html

議場は中小企業振興センターに移動します
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　５
月
７
日
（
月
）
に
第
６
回
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　今
回
は
、公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
や
専
決
処
分
な
ど
の
議
案

４
件
と
報
告
１
件
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
副
議
長
の
選
挙
や
、
常

任
委
員
会
委
員
、議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
審
議
さ
れ
た
議
案
等
】

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　（
後
藤

　泰
氏
）

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

報

　
　告

報

　
　告

人
事
関
係

人
事
関
係

◆
監
査
委
員
の
選
任（
矢
野
戦
一

◆
専
決
処
分
の
承
認（
延
岡
市
税

条
例
の
一
部
改
正
）

◆
専
決
処
分
の
承
認（
延
岡
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
）

◆
専
決
処
分
の
報
告（
物
損
事
故

に
伴
う
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
の
決
定
）

　５
月
７
日
（
月
）
に
第
６
回
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た

◆
監
査
委
員
の
選
任（
矢
野
戦
一

◆
監
査
委
員
の
選
任（
矢
野
戦
一

５
月
臨
時
会
の
報
告

５
月
臨
時
会
の
報
告

正
副
議
長

及
び
監
査
委
員

正
副
議
長

及
び
監
査
委
員

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

　5月の臨時会において副議長を拝命いたし

ました。

　現在、わが国は長引く不況や、東日本大震災

と原発事故の影響等で日本経済も大変厳しい

状況となり、国の進む方向さえ指すことがで

きない状態となっております。このような中

にあっても地方自治体としましては、独自の

施策立案により、安心・安全なまちづくりのた

め、常に前進しなければなりません。

　議会としましても、議長が掲げております

議会改革、特に議会基本条例の制定について

全議員で取り組んでおります。これにより、市

民に開かれた、市民と共に活動する議会と

なっていくものと確信しているところでござ

います。今後とも、市民の皆様のご指導、ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。

副議長
就任あいさつ

副議長

小　田　忠　良

新
し
い
議
会

構
成
の
紹
介

新
し
い
議
会

構
成
の
紹
介

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
決
定
し

た
、
新
し
い
議
会
の
構
成
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
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　長

　
　佐
藤

　
　勉

副

議

長
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　忠
良

監
査
委
員

　
　矢
野
戦
一
郎
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総
務
財
政
委
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会
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長
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田
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之
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瀨
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会

委
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長
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野
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司
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司
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瀨
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長
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田
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友
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子
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野

　正
二
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石

　良
盛

委
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委
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　城

　隆
信

委

　
　員

　
　上
杉

　泰
洋
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中央道の早期実現を目指して中央道の早期実現を目指して

　7月17日に熊本県御船町で九州中央自動車道建設促進

沿線議会協議会総会・決起大会が開催され、本市議会を

含む沿線12市町議会の議員や、国・県の来賓など約300

人が出席しました。

　大会では、命の道として機能するための評価基準を重

視することなどを要望する大会決議を採択したほか、中

央道の早期実現を目指して国土交通省などに提言する

ことを決定しました。

中央道の早期実現を目指して中央道の早期実現を目指して
ま
し
た
が
、
今
ま
で
シ
テ
ィ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
方
は

27
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
も
、
読
ん
で
い
る
方
が

85
％
い
た
も
の
の
、
読
ま
な
い

方
の
68
％
が
「
興
味
が
な
い
」

と
回
答
し
て
お
り
、
今
後
の
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
課
題
が

山
積
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
、
支

所
で
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
は
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
こ
れ

か
ら
の
議
会
改
革
と
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
本

市
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　本
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
議
会
改
革
を
も
と
に
、
新
た

な
議
会
づ
く
り
の
根
幹
と
し
て

の
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
調

査
検
討
の
一
つ
と
し
て
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
改
革
に
反
映

し
よ
う
と
「
市
議
会
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　調
査
方
法
や
主
な
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
、

平
成
21
年
度
か
ら
始
め
た
シ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
議
会
活

動
報
告
会
や
、
今
年
度
か
ら
始

め
た
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

83
％
の
方
々
に
評
価
い
た
だ
き

市
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

市
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

市
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

市
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　昭
和
30
年
に
建
設
さ
れ
た
市

庁
舎
は
、
老
朽
化
や
耐
震
性
の

問
題
に
よ
り
新
し
く
建
設
さ
れ

ま
す
。
今
年
８
月
よ
り
撤
去
工

事
が
始
ま
る
た
め
、
今
期
定
例

会
が
現
在
の
議
場
で
の
最
後
の

議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
議
場
で
は
、
本
市
の
行

財
政
に
関
す
る
多
く
の
審
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員

も
多
く
の
思
い
出
が
あ
り
、
取

り
壊
さ
れ
る
の
は
非
常
に
寂
し

い
思
い
で
す
。

　９
月
定
例
会
か
ら
新
庁
舎
完

成
ま
で
は
、中
小
企
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
面
は
狭
い
場
所
で
の
開
催
に

な
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
様
の
代

弁
者
と
し
て
当
局
と
熱
の
こ
も

っ
た
議
論
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

この印刷物は古紙配合率100％の再生紙と
環境にやさしい大豆油インキを使用しています

次
の
定
例
会
は
9
月
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
53
号
は
11
月
初
旬
に
発
行

す
る
予
定
で
す
。

議
会
改
革
と
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

18％

17％

16％

15％

14％

12％

◆ 調査の方法と状況

　  ● 調査期間…平成23年11月～24年３月

　  ● 調査地域…延岡市全域

　  ● 調査対象…20歳以上の市民

　  ● 調査方法…訪問による無記名アンケート

　　　　　　　 （個人、企業、団体等）

　  ● 調査項目…議会への評価、関心度、定数、報酬、政務

　　　　　　　 調査費、要望など

　  ● 依 頼 数…3,427人

　  ● 回 収 数…2,854人（回収率83.3％）

◆（質問より）議会に求めるもの

　①市民と対話する議会（意見交換会・懇談会等）

　②議員の資質向上

　③わかりやすい情報提供

　　　　　　（ホームページ、議会だより等）

　④議員定数、議員報酬などの検討

　⑤議会の行政チェック機能の強化

　⑥議会から行政への政策や制度の提案

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

調
査
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

「
あ
り
が
と
う
、

　市
議
会
議
場
」

「
あ
り
が
と
う
、

　市
議
会
議
場
」




